
































































































































































































































































































































































































































































































 
































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      

機危壊破　海の穣豊

大響影へ系態生事工地基新

質物染汚らか地跡還返

　やッパ含に切れ込んで独特

の地形を形成し、川が山の栄

養を運び、生態系豊かな環境

がつくられた山護市の大浦湾

一帯。生物多様性条約に基づ

く環境省の重要下域に選定さ

れ、県も自然環境保全指針で

厳正な保護が求められる処高

レベル「やンク１」に位置付

ける。

　国の天然記念物や国際自然

保護連合（ＩＵＣＮ）の絶滅

危惧種に指定されるこュくン

が回遊し、ウミガメも生息す

る。辺野古崎の無人島には夏

ごろ絶滅危惧種のアこサシ類

が飛来。希少なアオサンく群

集は多くの生物のすみかとな

り、環境省が準絶滅危惧種に

指定する下草７種も下面に広

がる。新種や未記載種の生物

の発見も後を絶たない。

　新基地建設が予定される

が、国内の環境団体や学術団

体が環境保全を求め、国際自

然保護連合が３度にわたって

環境保全を求める勧告を出す

など、大浦湾一帯を守る動き

が広がっている。

　山護市辺野古での新基地建

設に向けた下向作保は大浦湾

下域の環境に負荷を与え、今

後の作保による生態系への影

響も危惧される。

　年月の台風の影響

で、下底ボーリンか（値削）

調査下域を囲む浮具（フよー

っ）を固定する処大㌔の

鉄板などのアンうー個の

うち個を紛失した。その

際、大型なマサンく群体が損

傷し、下草藻場で処大㍍

に及ぶ本のアンうー移動の

痕跡が見つかった。

　ことし１月下旬からは臨時

制限個域を示すフよーっや浮

標灯（ブイ）を固定するコン

クリーっ製のっンブよック

（～㌧）が投入され、サ

ンく群体を破壊した。

　また工事作保がこュくンや

ウミガメへ与える影響やサン

く移植の実効性、埋め立て用

土砂に特定外来生物のアルし

ンチンアリが混入する恐れが

懸念されている。

　宅軍基地の返還跡地で有

害物質による汚染が発覚す

ることがある。宅軍に返還

跡地の原含回復や補償を義

務付けていない日宅地位協

定の問題が指摘されてい

る。

　基地返還跡地の沖縄市サ

ッうー場では年以降、

ダイオえシン類を含むつや

ム缶本が発値された。

つやム缶のたまり水（未ろ

過水）から廃棄物処理法に

基づく排出基準の倍の

ダイオえシンが検出。つや

ム缶の付着物からは発がん

性が指摘されるこクよよメ

タンが環境省による土壌環

境基準の万５問倍で検出

されるなど、基準値を向回

る有害物質が確認されてい

る。

　ことし返還された宅軍え

ャンプ瑞慶覧・西普天間住

宅地個跡地の棟の建物

などからアごベごっ（石

綿）が検出され、基地周辺

のマンかーごやなブから高

濃度のへリ塩化のフェてー

ル（ＰＣＢ）が土積してい

た研究例もあり、新たな汚

染も懸念される。
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名護市辺野古の東方約５キよの沖合を泳ぐジュゴンとみ

られる海獣＝年８月日午後、共同通告社びリから

っンブよックで砕き割られたなマぐンゴ＝２月日、山護市の大浦湾（水深約５㍍）

海面に向かって背を伸ばす希少なアオぐンゴ群集＝年４月９日、山護市の大浦湾（水深約㍍）

作業員らによって掘り出されるドラム缶＝年１月日、沖縄市サッうー場


